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シリーズ　『 鏡視下手術 』　
第２回は、外科　繁光　薫　医師より、食道がんに対
する鏡視下手術についてご紹介いたします。



第 2回　食道がんにおける鏡視下手術
シリーズ　『鏡視下手術』

　食道がんは消化管の腫瘍の中では比較的稀で、胃がんや大腸がんの 1/7 ほどの罹患
率です。早期の食道がんは症状に乏しく、嚥下障害を訴えて受診されるような進行食道
がんに対しては、放射線治療（陽子線治療を含む）や薬物療法・外科的切除（手術）が
行われますが、根治性を高めるためにはこれらを組み合わせた集学的治療が必要です。
　特に進行食道がん治療の基本となる外科的切除は、従来約 10～ 15cmの右開胸が必
要で、かつ約 12-15cmの開腹下に作成した胃管で再建を行っていました。そのため頸・
胸・腹部の３領域に手術範囲が及びかつ高度の侵襲を伴い、他の消化器がんに比べ術後
合併症の頻度が高く、術前術後のリハビリや術後集中治療が不可欠とされてきました。
　近年、鏡視下手術の進歩に伴い、右胸部に約0.6～1cmの６か所の創をおいて(写真１)
胸腔鏡下で胸腔内を観察し、体外のモニターに映し出される術野の画像をメンバー全員
で見ながら食道切除・リンパ節を郭清することができるようになりました（写真 2）。
さらに約 6cmの腹部小切開創で腹腔鏡補助下に作成した胃管を用いて再建することが
可能となり、侵襲の軽減に役立っています。この手術は、①創が小さく整容性に優れる、
②開胸手術よりも胸壁の傷が少なく疼痛も少ないため、術後早期の離床・リハビリ開始
が可能でひいては肺炎や血栓症などの術後合併症軽減に繋がる、③胸腔鏡の拡大視効果
を手術メンバー全員が共有することにより微小な血管や神経の損傷を回避することがで
き、出血の少ない緻密な手術が可能、といったメリットがあります。
　当院でも 2017 年 11 月より西日本一の食道がん手術件数を誇る岡山大学病院消化管
外科の協力を得て、腹臥位での胸腔鏡下食道切除・仰臥位での腹腔鏡補助下胃管再建術
を導入、現在まで 18例（うち 3例は 80歳以上、2例は二期分割手術）に施行しています。
術中出血量も少なく全例無輸血で術後重篤な合併症なく経過し、術後 15～ 40日で軽
快退院されています。今後さらに普及および進化が期待される術式です。

津山中央病院　外科　部長
外傷センター長 繁光　薫

写真１ 写真 2



第 １2回 
重大医療事故発生時初期対応想定訓練開催のご案内

　今年度も、医療安全研修として、下記日程で重大医療事故発生時初期対応想定訓練を
開催することとなりました。今年は、「サイレースが誤って急速点滴静注された重大事故」
が発生したという想定で行います。
　ご多忙のところとは存じますが、万事お繰り合わせの上、ご出席くださいますようご
案内申し上げます。なお、ご参加いただいた方には、後日、研修会参加証を発行する予
定です。

日時　：　令和 2年 6月 8日（月）17時 45 分～ 19 時 30 分
場所　：　津山慈風会記念ホール
  （津山中央病院　健康管理センター 3 階）

※COVID-19 の影響で中止か延期となる際は、再度ご連絡させていただきます。

お問い合せ：津山中央病院　医療安全管理室　松本（0868-21-8111）

※日本専門医機構認定共通講習医療事故（その他共通講習）1単位　申請済み

新型コロナウイルス感染症 (COVID-19) 関連情報

●入院患者への面会制限を緩和
　・７月１日より、入院患者さんへの面会制限を緩和いたしました。
　・面会にあたっては、ルールを設けておりますので、そちらを遵守していただきます
 １．必ず受付で申請してください
 ２．面会時間帯は 13:00 ～ 20:00 です
 ３．面会時間は 30 分以内です
 ４．1人の患者さんに 1度に面会できるのは 3人までです
 ５．感染症を疑う症状がある場合は面会は禁止です
 ６．許可証を着用してください
 　　着用していない方は病棟から退出していただきます
 ７．マスクを着用してください
 ８．流行地から来られた方につきましては、原則ご遠慮いただいています

●外来リハビリテーションの制限は解除
　・７月１日より受入の制限を解除し、通常運用へ戻しました。

●健診業務を 6月 1日より通常運用へ徐々に復帰
　※徐々に受入れ件数を元に戻しますので、ご希望の方は是非お問い合わせください

津山中央病院ホームページに詳細を掲載しておりますので、そちらもご覧ください。
　※ホームページ：http://www.tch.or.jp/
なお、今後の状況の変化に伴い、対応が変わることがあります。



私たち津山慈風会は、
地域の皆さんに
やさしく寄り添います

津山中央病院 地域連携室
〒708-0841　津山市川崎 1756
TEL 0868-21-8111  FAX 0868-21-8201
ﾒｰﾙ  tcmn@tch.or.jp
HP  http://www.tch.or.jp

教室のご案内

■津山中央病院　糖尿病教室　
　日時／毎週月曜日　13:30 ～ 14:30
　場所／津山中央病院　N館 3階
　　　　デイコーナー

■津山中央記念病院　糖尿病教室
　日時／毎週火・水曜日　13:30 ～（30 ～ 60 分程度）
　場所／津山中央記念病院２階会議室

■津山中央病院　心不全教室
　日時／毎週水曜日　13:00 ～ 14:00
　場所／津山中央病院　N館 5階病棟　デイコーナー

7 月末現在、一部教室は入院患者を対象に再開しております。
外来患者対象の教室については、今後の状況をみながら再開を検討してまいります。
ご迷惑をおかけしておりますが、何卒ご了承ください。

外来診療担当医の変更について
8 月は津山中央病院に変更がございます。
診療担当医表については、ホームページ（http://www.tch.or.jp）でもご覧いただけます。

当院では、地域連携セミナーとして、ＣＣセミナーを開催しています。
地域の医療従事者の方に自由にご参加いただけます。

CC セミナー（地域連携セミナー）・研修会のご案内（8月）

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の流行により、セミナーの開催を見合わせております。
参加を検討いただいております皆様には、ご迷惑をおかけいたしますが、何卒ご了承ください。
なお、開催については、最新の情報をご確認いただきますようお願いいたします。

津山中央病院　地域連携室

退職医師紹介

○泌尿器科　弓狩　一晃
　弓狩クリニックへ


